
お肉はリトウマルシェ！！

日常の食卓に欠かせない豊富な種類の取扱い！

おすすめ理由

コスパ！タイパ！お好みのカットでお届け！

美味しいお肉と定評！！

ご注文は

こちらより

1月御注文は
特典あり！！





 

 

山形屋食堂で販売した「トカラ定食」は毎日完売。

「トカラを応援したい！」と遠方から足を運んでくれ

た来場者も。かつて島に住んでいた方は、当時の想い

出を懐かしみながら島の食材を味わっていました。 

期間中に開催した「トカ

ラ物産展」では、各島の生産者と NPO トカラインターフ

ェイスが協力し、島の特産品を販売。実際に商品を手に

取りながら、生産者が語る製作のエピソードに耳を傾け

る来場者も多く、多くの品物が売り切れになりました。 

フェア期間中にはトカ

ラ PR 大使の田上真澄さん

がたびたび来場。自身が出演する鹿児島読売テレビ

の「かごピタ」でトカラフェアを生中継。トカラ定

食と物産展の様子が生放送されました。テレビ局や

新聞社も取材に訪れ、メディアからも大きな注目を

集めました。 

10 月 25 日(土)には、トカラの食材を使用したフ

ランス料理が１日限定で提供されるイベントも開

催。参加者は、４月に島を訪れたレストラン・ルド

ームの料理長、鹿島匡人シェフの想いが込められた

見た目も美しい、おいしい料理を堪能しました。 

山形屋トカラフェア、大盛況！ 

１０月１日から３１日まで 鹿児島市の百貨店・山形屋にて  
「トカラフェア」を開催、多くのお客様で賑わいました！  

「秘境に恋するＦＵＮ  ＴＯＫＡＲＡ」開催決定！ 

トカラ列島をはじめとする県内離島が集まるイベントを開催します！  
日時：令和８年２月７日（土）  
場所：よかど鹿児島（鹿児島市）  
内容：特産品の販売・試飲・試食、ステンシルアート など  





島
の
リ
ズ
ム
で
働
く 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
移
住

若
手
の
力
で
、
地
域
の
担
い
手
の
一
員
に

　

ま
だ
手
つ
か
ず
の
海
へ

 

島
の
資
源
と
向
き
合
う

新
し
い
漁
の
か
た
ち

平島

十島村地域おこし協力隊
隊員レポート Vol.02

ま
だ
手
づ
か
ず
の
海
へ

海
か
ら
は
じ
ま
る
、
島
の
新
し
い
可
能
性

　

島
の
リ
ズ
ム
で
働
く 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
移
住

若
手
の
力
で
、
地
域
の
担
い
手
の
一
員
に

　

ま
だ
手
づ
か
ず
の
海
へ

海
か
ら
は
じ
ま
る
、
島
の
新
し
い
可
能
性

　

いまだ手つかずの自然が、

トカラの海には
たくさんあります。

人と同じことをしても

面白くありません。

最初からうまくいくとは

思っていませんが、

誰もやっていないやり方で、

少しずつ
開拓していきたいです！

2025年11月25日(火) 定住者サポート推進委員会の全体会議を開催しました！

り
よ
場
役
村
島
十

村の人口や移住の現状説明、小宝島で塩づくり復活に取り組む地域おこし協力隊の活動報告、地域おこし協
力隊サポーターズ鹿児島の吉村氏から、協力隊を受け入れる地域の役割についての講演が行われました。村
の人口が650名を切る目前となっているなか地域ぐるみで協力隊を支えていく重要性が共有されました。
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十島村婚活支援事業のおしらせ

「かごしま出会いサポートセンター」と十島村が連携！

マッチングサービスを利用して婚活を初めてみませんか？

イベント情報を無料でおとどけ！ 「イベントユーザー登録」

イベントユーザーに登録すると、かごしま出会いサポートセ

ンターや出会い応援団主催の婚活イベントの案内がメール

で届きます。

メールマガジンは無料で、どなたでも登録できます。

マッチングサービスの登録とは別なものなので、イベントユ

ーザーのみ登録することもできます。

【婚活支援事業に関するお問い合わせ先】

地域振興課 人口対策室

メール：tokaratiiki@tokara.jp

電 話：099-222-2101

① マッチングサービスへの登録費用 （1万円・2年間有効）

② 婚活のためのフェリー代

・マッチングサービスへの登録（オンライン手続も可）

・マッチングした相手との顔合わせ

・県内で開催される婚活イベントへの参加

③ マッチングした相手が来島する時のフェリー代・宿泊費

申請～補助金の受取り

・補助を利用するためには事前に申請が必要です

・村ホームページから申請書をダウンロードして、地域振興課へ事前に提出し、

ご利用後に必要書類を添付して請求書を提出してください

・後日、補助金がご指定の口座へ振り込まれます

くわしくは、村ホームページをご確認ください ⇒

http://www.tokara.jp/2024/12/24/23832/

全額補助

かごしま出会いサポートセンター

WEBサイト

（※ 上限 年５回）



 

介護予防拠点施設 中之島 くつろぎの郷 活動について 
 
 
 
 
 
 
 

中之島農業生産組合さんとほしのこ園の子ども達と協力して芋ほり活動を行いました。 

 

芋苗植え付け  

くつろぎの郷の参加者はベテランの芋植え付けの方ばかり、芋を栽培していた頃の話しや芋の

植え付け方などを参加者に教わりながら植え付けを行いました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
収穫   

悪天候が続き、芋ほり活動の延期が続きましたが、最後には天気にも恵まれ、芋の収穫を楽し

めました。沢山の芋を収穫しました。 

多世代交流の活動を通して、高齢者の生きがいづくりや社会参加を行っています。 

 
 
 
  
  
  
 
 
  
  
 
 
 

生活支援コーディネーターとは、 

「地域支え合い推進員」とも呼ばれ、私たちの島をより良くしていくために、 

地域の様々な活動をつなげ、組み合わせる調整役です。 

生活支援コーディネーターは、住民の皆さんの支え合い活動を応援します。 

今月は、中之島くつろぎの郷での支援を紹介します。 

 

 

ほしのこ園さんとの全体写真 

沢山の芋が収穫できました！ 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

    

 

 

【毎日の野菜は足りていますか？】 

日本人の 1日当たりの野菜摂取量は、平均 280ｇ程度と、 

目標量である『350ｇ』 を大きく下回っている状況です。 

毎日の食事に、『プラス 1皿』で、野菜の摂取量を増やしましょう。 

【旬の野菜はおいしくて栄養満点！】 

冬に旬を迎える野菜の特徴は、糖度が高い野菜が多いこと。また、ビタミンやカロテン 

などの栄養価が高く、免疫力を高め、かぜなどの予防にも効果が期待できます。 

【冬が旬の野菜類】         白菜 ・ ほうれん草 ・ 小松菜 ・ 春菊 ・ 深ねぎ 

大根 ・ かぶ ・ ごぼう ・ 里芋         など  

           

小松菜の磯和え  2人分 

［材 料］     小松菜・・・140ｇ 

焼きのり・・・2枚 

ポン酢・・・小さじ 1 

     

［作り方］ 

①小松菜を 2ｃｍくらいの長さに切り、耐熱容器

に入れてふんわりラップをかけ、600Ｗで 

1分 30秒加熱し、水気をしっかり切る。 

②焼きのりをちぎって加え、ポン酢で和える。 

 

※ 加熱時間は目安なので、調整してください。 

【おすすめ冬野菜の簡単レンジレシピ】 

大根とツナの煮物  2人分 

［材 料］    大根・・・280ｇ   

ツナ缶・・・小 1缶 

めんつゆ・・・大さじ 4 

［作り方］ 

①大根の皮をむいて、いちょう切りにする。 

②大根を耐熱容器に重ならないように並べ、そ

の上にツナを広げてのせる。 

③めんつゆを回しかけ、ふんわりラップをかけ

て、600Ｗで 10分加熱する。 

 

※ 加熱時間は目安なので、調整してください。 

【野菜の摂取量を増やす工夫】 

・ 手軽に調理するためにレンジを利用する 

・ 冷凍野菜を取り入れる ⇒冷凍野菜は、多く採れる旬の時期に収穫し、急速冷凍 

しているものもあり、生野菜が手に入りにくいときは、 

冷凍野菜を取り入れることがおすすめです。 

・ 乾燥野菜を取り入れる ⇒最近は、汁物に簡単に使える乾燥野菜なども市販されています。 



 

 

～ 十島村子育て世代包括支援センターからのお知らせ ～

 



　島外で車検を受け、３月までに島に戻ってきた車両は、

４月以降に自動車航送運賃助成金の交付申請をすると航送運賃の助成ができません。

　また申請に不備がある場合も同様に、交付できない場合があります。

スムーズな交付のため下記のご協力をお願いいたします。

《依頼事項》

①確実に年度内に完結できるよう早めの納付・村営定期船での航送・申請してください。

　※車検は車検証の有効期限２か月前より受検可能で、次の車検証の有効期限も変わりません。

　３月は特にフェリーとしま２の自動車航送予約が込み合いますので早めにご予約ください。

（例︓車検証の有効期限が3/29の場合）

　車検可能日（2か月前～） 車検証の有効期限

②申請者本人及び世帯に村税・料金等に滞納がないか確認してください。

③３月中に車検を申し込む方は事前に復路の予定日を確認してください。

　※車両が３月後半に戻ってくる予定の方は、事前に役場までご連絡ください。

　※復路の海上輸送日が4/1以降になるときは、新年度での受付となりますので連絡不要です。

④復路が3/31以前で申請が4/1～10になる場合は、申請日を3/31以前にしてください。

⑤申請書および添付書類に不備がないか確認をしてください。

　全て自動車検査証に記載された使用者の名義で申請してください。

　詳細はホームページ、広報としま2024年11月号または出張所ポスターをご参照ください。

　※特に申請書裏面の口座番号記入のページが白紙であることが多いです。

　複数の口座が登録されていると特定ができないため、

　必ず記入または口座を確認できる書類の写しを添付

　してください。

■問い合わせ先︓

十島村役場　総務課　デジタル政策室

自動車航送運賃助成の年度末の注意事項について（依頼）

車検後、３月までに島に戻ってきた普通自動車と軽自動車は

４月以降に申請すると航送運賃の助成ができません︕

車検を受けた日 申請書提出日

2/3 3/293/15

車両が島に戻ってきた日

(※3/31以前の日付)

1/29

【重要】「フェリーとしま 2」大型車両等輸送の変更について 
 
日頃より、定期船「フェリーとしま２」を御利用頂きありがとうございます。 

 このたび、定期船輸送における安全確保のため、運転に特殊な免許や資格を

必要とする大型車両等の輸送取り扱いが変更となりますので、お知らせします。 
 
１ 変更開始日（予定） 

 令和８年４月１日から 
 
２ 変更内容  

変更対象：「無人車」扱いの大型車や特殊資格を必要とする車両や重機 
（普通運転免許のみでは運転できない車両全般） 

 ※「有人車」は、これまでと変更有りません。 
 

【変更前】 各島の積込み・陸揚げは村職員が対応 
【変更後】 各島の積込み・陸揚げは荷主の手配した免許保有者が対応 
 
 例）大型車や特殊車両等の積込パターン 
  （ア）「鹿児島→各島」または「名瀬→各島」区間 
     積込み：代理店対応  陸揚げ：各荷主関係免許保有者 
  （イ）「各島→鹿児島」または「各島→名瀬」区間 
     積込み：各荷主関係免許保有者 陸揚げ：代理店対応 
  （ウ）「各島→各島」区間 
     積込み・陸揚げ：各荷主関係免許保有者 
 
３ その他  
 (1)「無人車」積込時の手数料 1,500円はこれまで通り徴収いたします。 
 (2) 原則、１台輸送につき１名の免許保有者を必要とします。 
  →３台の輸送時には、３名の免許保有者を要する。 
 
 令和８年４月１日より、上記の輸送体制変更をおこないます。 
 問い合わせ等については、下記までご連絡ください。 
 

十島村土木交通課航路対策室 
電話：099-222-2101 




